
意 見 書

地方教育行政の実情を十分認識され、地方自治体が計

画的に教育行政を進めることができるようにするため

の措置を講じられるよう強く要請します。

　平成29年６月21日　　

　　　　　　　　　長 崎 県 平 戸 市 議 会
　（提出先）
　
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

災害時の対応に
水槽付消防ポンプ車の更新は、緊急消防援助隊の登録を前提に国の補助金を活用しました。

農業委員の選出方法が選挙から推薦・公募へ

女性や青年の登用が推進されることを議会も応援します。

消防本部

農業委員会

市長

市議会

地域の農業者や農業団体

農業委員会

農業委員 農地利用最適化推進委員

同意 任命

推薦・公募

委嘱

農業委員・農地利用最適化推進委員を選任する際のイメージ図

（定数は現在33人→改正後19人） （定数は18人）

（新設）

更新予定の水槽付消防ポンプ車（写真はイメージです）

ここに注目!目 !
注目①注目③

注目②

６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会　
６月定例会が６月５日から 21日までの 17日間の日程で開催されました。
本年度一般会計補正予算など提案された報告７件、承認１件、議案 16件、議案議１件は、
慎重な審議の結果、原案のとおり承認・可決・採択・同意しました。 ここに注目!目 !ここに注目!
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30人以下の学級の実現と義務教育費国庫
負担制度の堅持を求める意見書（要約）
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3 2017. ８. 1発行

平戸市議会だより
2017. ８. 1発行

平戸市議会だより
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各委員会で審議された主な内容


